
「不登校対策」と学校における
　　　「居場所づくり」について

渋川市教育委員会学校教育課
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１「小中学校における
　　　　　不登校の状況」について
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１　「小中学校における不登校の状況」について
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１　 「小中学校における不登校の状況」について
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１　 「小中学校における不登校の状況」について

渋川市
コロナによる一斉休校

0

25

50

75

100

125

150

175

200

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R3年度 R4年度 R５年度 R６年度

渋川市

渋川市 渋川市 渋川市

0
25

50
75

100
125
150
175
200

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R3年度 R4年度 R５年度 R６年度

【渋川市】年間３０日以上の欠席者数

小学校(人) 中学校(人) 計 (人)

（人）

5



２「小中学校における
　　　　　不登校の対策」について
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ウォームアップティーチャーによる支援と居場所づくり
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不登校対策ウォームアップ事業
不登校あるいはその傾向にある児童生徒に対し、
子どもたち一人ひとりの心に寄り添った支援を行う

○適応指導相談員(ウォームアップティーチャー)
　を配置
○校内教育支援センターを設置

渋川市の不登校支援
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２　不登校対策について
適応指導相談員（ウォームアップティーチャー）
の配置

小学校 中学校 合計
令和元年～ － ６校 ６校
令和３年 １校 ５校 ６校
令和４年～ ２校 ６校 ８校
令和６年～ ４校 ４校 ８校
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２　不登校対策について

①つながりを切らさない環境づくりのために、個に　　　
　応じて家庭訪問を実施
②学びのニーズに合った計画づくりのサポート
③集団への所属感をもたせるための、学校生活の
　サポート

適応指導相談員（ウォームアップティーチャー）
の取組
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２　不登校対策について

①個々に寄り添い、コミュニケーションが増えること
　で安心感につながり、登校する児童生徒が増えた
②子供と一緒に立てた予定を実行できたことが自信に
　なり、子供は学校生活や学習に意欲的になった
③学校生活のサポートを行うことで、不安の解消につ
　ながり、学校行事に参加することができた

適応指導相談員（ウォームアップティーチャー）
の成果
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２　不登校対策について

①勤務時間が短く、担任の先生と情報を共有する時間
　が合わないこともある
②全小中学校に配置されていないため、全小中学校に
　配置をできるようにしたい

適応指導相談員（ウォームアップティーチャー）
の課題
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３「小中学校における
　　　　居場所づくり」について
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３　居場所づくりについて

校内教育支援センターの設置

登校はできるが、教室に入れない児童生徒に
対する支援を行う。自ら決めた学習を自分の
ペースで取り組めるよう支援する。
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３　居場所づくりについて

校内教育支援センターの環境整備

①人目に配慮して様々な場所から入室できる環境
　の整備
②パーテーション等でスペースを区切り、個々が　
　安心できる個人スペースの確保
③タブレットを活用し、オンラインで授業が視聴
　できる環境の整備
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３　居場所づくりについて

校内教育支援センターの環境

普段使用頻度の少ない教室
や、空き教室を使用し、人
目につかない配慮や、安心
して登校できる環境をつ
くっています。
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３　居場所づくりについて
近くに友だちがいると感じられる居場所づくり

校庭で活動する様子が見える
（活動が見えることで、行事
や学習に参加する意欲をもた
せるための工夫）
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３　居場所づくりについて

クラスの予定がわかるよう、
学年通信や学校通信を掲示

給食の献立表を掲示し、給食の
時間も楽しみになるような工夫

支援センターで給食を食べたり、休み時間
に友だちと交流したりすることも可能

近くに友だちがいると感じられる居場所づくり
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３　居場所づくりについて
校内教育支援センターの成果

①校舎へ入ることに抵抗感を抱く児童生徒が、
　安心して学校に登校できるようになった。
②安心して学習できたり、友達と触れ合ったり
　できるようになった。
③在籍学級と同じ予定で学習や行動ができるた
　め、学習に対して意欲的になった。
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３　居場所づくりについて

校内教育支援センターの充実

支援センター専属の教員が、登校時から下校時
まで不安を抱える子供の支援に携われる
令和６年：市内小中学校各１校（計２校）配置
令和７年：市内小中学校各１校（計２校）配置
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３　居場所づくりについて
校内教育支援センターの取組

児童生徒にとって安心安全な居場所作り
　→児童生徒ファーストで受容的・共感的な支援の実施

利用する児童生徒の学びのニーズに合った授業の導入
　→オンライン授業の実施

タブレットの活用　

　→担任と児童生徒・保護者をつなぎ、一日の学習の様子や  

  頑張りを伝える

21



３　居場所づくりについて
校内教育支援センターの学習の様子

専属の先生がいつでも対応

学習指導も実施

教室の学習の様子を映し、
オンライン学習も指導・支援
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３　居場所づくりについて

校内教育支援センター利用実績

小中学校校内教育支援センター利用人数は　　
１７５人（令和６年度）
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３　居場所づくりについて
校内教育支援センターの成果

児童生徒にとって安全安心に感じる居場所づくり
　→登校できなかった児童生徒が登校できるようになった
利用する児童生徒の学びのニーズに合った授業の導入
　→意欲的に授業に参加するようになり、基礎学力の定着　　　　　　　　　　　
　につながった
タブレットの活用 
　→児童生徒・保護者との連携強化を図ることで安心感に
　つながった
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３　居場所づくりについて
校内教育支援センターの成果

保護者にとって安全安心に感じる居場所作り

  →タブレットを活用したことで学校の様子が保護 
  者に伝わり、子どもの頑張りが伝わるようになった。　
  →専属の職員が常時いるため、家庭から学校へ安心して
  送り出してくれるようになった。
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３０日以上の欠席者数　群馬県内小中学校

1.8％

令和６年度　

４　群馬県における昨年度の割合

1.6％

6.1％5.3％

令和５年度　

小学校

中学校

Ｒ６年度小学校87756人、中学校47664人
あたりの不登校児童生徒数の割合　

Ｒ5年度小学校88699人、中学校48241
人あたりの不登校児童生徒数の割合　
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３０日以上の欠席者数　渋川市内小中学校

1.9％

令和６年度　

４　渋川市における昨年度の割合

1.8％

4.2％4.8％

令和５年度　

小学校

中学校

Ｒ6年度小学校2876人、中学校1648人あた
りの不登校児童生徒数の割合　

Ｒ5年度小学校3032人、中学校1652
人あたりの不登校児童生徒数の割合　
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月６日以上の欠席者数　渋川市内小中学校

1.7％

令和７年３月　

４　渋川市における昨年度の成果

1.6％

2.8％3.8％

令和６年３月　

小学校

中学校

Ｒ5年度小学校3032人、中学校1652人あた
りの月6日以上の欠席児童生徒数の割合　

Ｒ6年度小学校2876人、中学校1648人あた
りの月6日以上の欠席児童生徒数の割合　
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５　学校以外の居場所について

教育委員会直轄の不登校児童生徒の学び場
教育相談:専門相談員２名
かけはし:専任指導員２名

教育支援センター「かけはし」教室
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５　学校以外の居場所について
教育相談・教育支援センター「かけはし」教室

○相談件数（令和６年度）
来所：３７８件　電話：２４７件　訪問：１０件

○通室者数　
令和元年：１８人　令和２年：１７人
令和３年：１９人　令和４年：１０人
令和５年：　９人　令和６年：　７人
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５　学校以外の居場所について

群馬県総合教育センター（つなサポ）
他機関との連携
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６　終わりに

群馬県教育ビジョン

自立した学習者

自分で考えて、
自分で決めて、
自分で動き出す
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